
自立支援教室指導員（中学校）

生徒校外指導員（中学校）

登校支援員（小中学校）

登校支援車

自立支援教室設置

26年度
目標値
（　年度）

1校

1校

2人

3人

3人

2人

2人

2台

2台

目　標

実　績

目　標

実　績

目　標

実　績

実　績

目　標

実　績

1校

実　績

目　標

実　績

自立支援教室指導員（中学校）

生徒校外指導員（中学校）

登校支援員（小中学校）

登校支援車

自立支援教室設置

目　標

2人

2人

2人

2人

目　標

1校

3人

3人

2台

2台

市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-⑦ 児童健全育成事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－５－（３）－イ

自ら学ぶ意欲を育む教育の充実

担当部課名 教育部　学校教育課
事業実施
（予定）年度

平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－３－（１）

事業内容

怠学や問題行動･暴力行為等の不登校生徒の居場所として自立支援教室を設置、専任の指導員を配置し、よりきめ細やかな対応、均等な学習
指導を行う。また、怠学等の児童生徒の校外指導を行うため校外指導員を配置する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 16,159

(b)予算現額 16,159

(c)増減額(b-a) 0 0

(d)繰越額 － 6,479

A．計(b+d) 16,159 6,479

B．執行済額 8,902 6,479

うち交付金充当額 7,121 5,183

次年度繰越額 6,479

執行率（％）(B/A) 55.1% 100.0%

予算の状況の説明

実施設計にあたり学校側から設置箇所変更の要望があり、その調整に日数を要し、工事費5,828千円と委託費651千円
の計6,479千円は繰越の必要が生じた。不用額778千円は特に生徒校外指導員で、当初想定していた時間よりも活動時
間が短かった為と、工事費等の入札残等による減である。当初計画していた事業内容はすべて実施した他、活動目標、
成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考える。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

目　標

達
成
状
況
説
明

　自立支援教室指導員(中学校2人)、生徒校外指導員(中学校3人)、登校支援員(小中学校2人)の配置、登校支援車2台の購
入、不登校生徒の居場所として自立支援教室を設置した。

実　績

目　標

実　績

H24成果目標（指標）
基準値
（　年度）

24年度 25年度

目　標 2人

実　績

進
捗
状
況
説
明

怠学や問題行動･暴力行為等の防止支援、指導員配置とともに町内１中学校に自立支援教室を設置することができた。それにより、不登
校生徒達の居場所作りに資することができた。
また登校支援員に登校支援車を配備したことにより、登校支援が効果的に行えるようになった。

成果目標
（指標）
及び進捗状況



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　自立支援教室設置工事の設計に時間がかかってしまい、実際に使用する
のが翌年になってしまった。また、生徒校外指導員など、当初想定していた
活動時間と、実際に活動する時間とに差がでる等の問題が生じた。

　発注時期を早めることにより、設計や工事期間を十分に確保できるようにす
る。
　学校やPTA等と情報交換を行いながら、指導員や支援員の活動時間を検
討していく。登校支援に関しても、小･中学校合わせて6校を支援するには足
りない状況であるため、今後増員等を検討していく。

今後の取り組み方針

　・引き続き自立支援・生徒校外指導員や登校支援員を適正に配置し、不登校生徒達の支援に努める。配置人員と関係職員との十分な情報共有、登校支援車お
よび自立支援教室等の利活用促進、さらにPTAや地域との連携についても検討していくことで、よりきめ細やかな対応を行っていく。配置人数や勤務時間等につ
いては今後も適宜学校と調整を行いながら運用していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

15,381 15,381 12,304 3,077

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託・工事等の支出先の選定方法については指名競争入
札により選定しており、妥当であったと考える。
○その他の支出先、予算規模・費目・使途については事業
目的達成のために必要であり、また適正であったと考えてい
る。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

南風原町

15,381千円

中学校 自立支援指導員（2人）

1,370千円

生徒校外指導員（3人）

登校支援員（2人）

1,004千円

赤嶺企画設計室
1,995千円

株式会社 秀建工業
9,713千円

委託料
1,995千円

工事料
9,713千円

南星中学校自立支援教室増築工
事にかかる委託業務

南星中学校自立支援教室増築工
事にかかる工事業務

自立支援指導員の人件
費

生徒校外指導員及び

登校支援員の人件費

(資) 禅自動車サービス
1,299千円

登校支援車(2台)の購入

賃金
1,370千円

報償費
1,004千円

備品購入費
1,299千円



（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）
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市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－③ 観光による地域産業活性化事業（ⅰかすりの道景観活性化事業） 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（６）－ア

沖縄の魅力や優位性を生か
した新たな産業の創出

担当部課名 経済建設部　まちづくり振興課
事業実施
（予定）年度

平成24年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-(1)

事業内容
地域の観光資源である「かすりの道」を活用した観光客誘客活動を行う。具体的には、滞在型観光客の受入体制の整備やイベントの
開催、散策体験プログラムの策定等を実施する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 6,676

(b)予算現額 4,545

(c)増減額(b-a) ▲ 2,131

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 4,545

B．執行済額 4,260

うち交付金充当額 3,408

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 93.7%

予算の状況の説明
　当初、事業実施予定期間を12ヶ月としており、実際の実施期間9ヶ月との差が出たため、当初予算から減
額を行った。
　計画していた事業内容はすべて実施することが出来た。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

かすり体験プログラムの制作
目　標 １本

実　績 １本

かすりの道緑化活動
目　標 10回

実　績 10回

壁面かすりの柄装飾
目　標 43ヶ所

実　績 43ヶ所

達
成
状
況
説
明

　工房主を含めたかすり体験プログラムの開発会議を行い、「かすりの道体験モニターツアー」として新たな観光プログラムを
製作することが出来た。
　かすりの道に接する３字の地域住民に協力してもらい、かすりの道両側に設置されている花壇に草花を植え、地域で食彩
や草刈り等の管理を月に１回行ったり、敷設されて１０数年になる路面の洗浄作業を進めることができた。
　また、かすりの道を楽しく散策してもらう為の方法を検討し、具体的な活動として、道の両側の壁に住民の了解をもらい、絣
の柄を家庭の壁４３ヶ所に描いて、説明板を加えた。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値
（23年度）

24年度 25年度
目標値
（33度）

かすり体験プログラムの制作 目　標 0 1本

かすりの道緑化活動

目　標 0 10回

26年度

実　績 10回

壁面かすりの柄装飾

目　標 0 43ヶ所

実　績 43ヶ所

進
捗
状
況
説
明

　地域住民の協力のもと、検討から実施までを行っていることから、住民自ら活動していく体制が定着してきた。かすりの道
の散策の際にはガイドの説明だけでなく、集落の住民による昔から伝わる物語の説明や、昔の様子の説明が行われている。
また、緑化活動についても周辺の住民が毎月１回日曜日に自主的に草取りや堆肥やりを行うなどの活動が定着してきた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・かすりの道の路面洗浄作業は、交通量が多いため、作業の際には注
意しながら進めなければならない。また、高圧洗浄機による作業をおこ
なっていることから、大量の洗浄水の確保に苦労している。

・かすりの道には工房が立ち並んでいるが、来訪者が多く来ることで工
房の仕事の妨げになると敬遠をする工房もり、全工房の理解を求める
のには相当な時間を必要とする。

・かすりの道周辺を訪れるリピーターを想定し、同じ場所だけでは飽きが
来るので検討が必要である。

・洗浄作業の際には、交通の制限はできないため、かすり事業者に協
力してもらいながら作業を進める必要がある。また、洗浄水の確保に
ついては、地域住民に過度の負担とならないよう対策を講じる必要が
ある。

・来訪者にとっては散策しやすいかすりの道であり、工房主にとっても
仕事の妨げにならないよう対策を講じる必要がある。

・いろいろな角度から案内ができる「かすりの道案内シナリオ」を作成
することが必要になる。

今後の取り組み方針

・洗浄作業については、今後も地域住民と協力しながら進めていく。また洗浄水の確保については町所有の貯水タンクの水を使用するなど、確実な
洗浄水の確保に努める。
・工房主の了解をもらい、工房の前に工房の仕事内容等の看板を設置することで、来訪者への情報発信と、工房主の作業環境の確保を同時に行っ
ていけるようにしていく。
・かすりの道の集落内にある古民家を所有者と相談し協力をしてもらい、昔の生活習慣を学んだり、休憩所やイベント開催の場所として活用をしてい
く。
・策定したシナリオをもとにしてモニターツアーなどを開催し、商品としての精度を高めていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額
市町村
負担金

4,260 4,260 3,408 852 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ■南風原町には観光協会がなく、地域と事業所、行政が連
携できるシステムづくりを担うため、商工会の中に、地域観
光まちづくり推進室が立ち上がった。南風原町にある唯一
の団体であるため、商工会へ委託した。
■観光協会の準備室である地域観光まちづくり推進室に委
託したことにより、観光協会と地域が協働でまちづくりに参
加することができた。
■費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する
書類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

南風原町

4,260千円
委託料
4,260千円

南風原町商工会
4,260千円

かすりの道景観活性化
プロジェクトにかかる 委託業務
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市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－③
観光による地域産業活性化事業（ⅱ観光ビジュアル戦略プロジェクト
事業） 沖縄２１世紀ビジョン

基本計画該当箇所

第３章－３－（６）－ア

沖縄の魅力や優位性を生か
した新たな産業の創出

担当部課名 経済建設部　まちづくり振興課
事業実施
（予定）年度

平成24年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-(1)

事業内容
町の観光振興のため、インターネット、DVD、ポスター、パンフレット等、広報媒体を活用して旅行エージェントや一般旅行者へ誘客を
図る。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 9,001

(b)予算現額 8,623

(c)増減額(b-a) ▲ 378

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 8,623

B．執行済額 8,292

うち交付金充当額 6,634

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 96.2%

予算の状況の説明
　執行済み額が当初予算額より709千円の減額となっているが委託費の確定による減額となっている。当初
計画していた事業内容はすべて計画通りに実施し、事業を円滑に行うことが出来た。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）
達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

観光用DVD作成
目　標 1本

実　績 1本

観光用ポスター作成
目　標 ３種

実　績 ３種

観光用パンフレット作成
目　標 5,000部

実　績 5,000部

達
成
状
況
説
明

　ポスターの製作は、コンペ方式を採用し、町内７社においてブレゼンをしてもらい１４点の中から３点が採用された。
　パンフレットについては、B-5版　16ページ　フルカラーでタイトル「はえばる日和」として5,000部作製した。
　チラシについては、A-3サイズの巻三つ折り　両面カラー　「沖縄県南風原町」として5,000部作製した。
　動画については、プロモーションビデオ製作委員会を立ち上げ、今まで撮りためていた映像を鑑賞したあと内容の方向性
を討議し、節目ごとに制作委員会を開催し、映像の確認をし構成の最終決定をして製作をした。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値
（23年度）

24年度 25年度
目標値
（33度）

観光用DVD作成 目　標 0 1本 10

観光用ポスター作成
目　標 0 ３種

26年度

10

実　績 ３種

観光用パンフレット作成
目　標 0 5,000部 10

実　績 5,000部

進
捗
状
況
説
明

　南風原町は、これまで観光PRに対してビジュアル的なツールはなかったが、観光ＰＲのための各種のツールができたこと
により、イベントなどＰＲの場へ積極的に参加することができた。今後はイベント等で県内外の旅行者等へ町のPRを行うこと
ができ、南風原の良さを発信することができる。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・ポスターが出来たことにより、多くのイベントや町内の飲食店などで掲
示することが出来、南風原町をPRすることができた。

・ポスター掲示場所やパンフレット、チラシの活用の仕方を検討し、効果
的なPRができるよう取り組んでいくことが大切である。

・掲示場所の検討など、活用方法については、関係機関・協力団体と
連携し、PRを行う必要がある。また、パンフレットについては自宅に
持って帰ってもらえるような工夫をする必要がある。

・何もない状態からツールができ、ＰＲ活動ができたがもう少しＰＲツー
ルのア
　イテム数を増やしていかなければ現状ではまだ少ない。

今後の取り組み方針

・観光用ポスター、DVD等の観光PRツールについては、観光協会、南風原町が協力して活用し、PR活動を行っていく。また、チラシ・パンフレットにつ
いては、大きさをカバンに入るサイズへと改善したり、内容を常に新しい情報へ改訂したりするなどしてPR効果が高まるような活動を行っていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額
市町村
負担金

8,292 8,292 6,634 1,658 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
■商工会に観光協会の準備室である地域観光まちづくり
推進室を設置し、観光振興をまとめている唯一の団体であ
ることから、商工会へと委託を行った。
■予算規模は町の観光ツールを作成するにあたり、活動
体制や手法を鑑みて適正であった。
■費目・使途については事業目的達成の観点から必要な
ものなのか等について額の確定時において支出等に関す
る書類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

南風原町

8,292千円

委託料
8,292千円

南風原町商工会
8,292千円

観光ビジュアル戦略プロジェク
ト

にかかる委託業務
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市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－③ 観光による地域産業活性化事業（ⅲ観光資源創出） 沖縄２１世紀ビジョ
ン

基本計画該当箇所

第３章－３－（６）－ア

沖縄の魅力や優位性を生か
した新たな産業の創出

担当部課名 経済建設部　まちづくり振興課
事業実施
（予定）年度

平成24年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-(1)

事業内容 町の新たな観光資源を開発するために、NPO等を支援し、滞在型観光プログラムを制作する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 2,662

(b)予算現額 1,980

(c)増減額(b-a) ▲ 682

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 1,980

B．執行済額 1,829

うち交付金充当額 1,463

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 92.4%

予算の状況の説明
　執行済み額が当初予算額より709千円の減額となっているが委託費の確定による減額となっている。当初
計画していた事業内容はすべて計画通りに実施し、事業を円滑に行うことが出来た。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

滞在型観光プログラムの制作
目　標 1本

実　績 1本

達
成
状
況
説
明

　南風原町の観光資源創出のため、公募で住民を募集し「自分が勧める南風原町のスポット」として4グループに分かれて
ワークショップを行い観光プログラムを制作し、製作者でコースを歩き検証を行い、その後モニターツアーも実施し観光プロ
グラムを製作した。
　別の視点で安心・安全な町をつくるための「普通救命講習会」を消防署と連携をして、町内各所において数回実施し多くの
町民が参加した。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値
（23年度）

24年度 25年度 26年度
目標値
（33度）

滞在型観光プログラムの制作
目　標 0 1本 1本

実　績 1本

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

　南風原町の資源発掘として、公募で住民を募集し4グループに分かれてワークショップを行い、観光プログラムを製作し
た。
　はえばる歩こう!! 『親子南風原ヒーローめぐり』 と題して製作者でコースを歩き検証をした。
　その後モニターツアーを開催し、作ったコースの商品としての検証を行った。
　この取り組みで地域の住民の積極的な参加があり、地域の住民も観光に対して関心を持って、南風原町をＰＲしたいと考
えていることが分かった。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・南風原町の資源発掘として、公募で住民を募集し4グループに分かれ
てワークショップを行い、観光プログラムを製作した。ワークショップは初
めての住民もおり、試行錯誤しながらの作業となったが、観光プログラ
ムを作成することができた。プログラムについては製作だけではなく、そ
の検証も必要となることから様々な方法での検証が必要となる。

・プログラム製作に携わった地域の住民も、観光に対して関心を持って、
南風原町をＰＲしたいと考えており、今回参加したことにより、意識の変
化が見られた。

・自ら制作したプログラムを、実際体験して検証しどのような良いとこ
ろ、不備があるか確認し、一般に販売できるようなプログラムをつくっ
た。

・そのコースを第三者にモニターしてもらう事で、商品の裏付けをし
た。

・コースについては1件だけでは、商品として売りづらい面があるので
今後町内の観光スポットを開拓する必要がある。

今後の取り組み方針

・今年度制作したツアープログラムを町内外に発信し、南風原町の観光客集客のツールとして販売していく。

・新しい観光スポット（そこに住む人や生活、風習、人情、おもてなしそして「安心・安全のまち」）や現在ある観光スポット（拝所や昔からの伝説の場
所）等、点と点をつないで線として面をつくっていき、南風原町の観光ｺｰｽのシナリオづくりをして商品のアイテム数を増やしていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額
市町村
負担金

1,829 1,829 1,463 366 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ■南風原町には観光協会がなく、地域と事業所、行
政が連携できるシステムづくりを担うため、商工会の
中に、地域観光まちづくり推進室が立ち上がった。南
風原町にある唯一の団体であるため、商工会へ委託
した。
■費目・使途については事業目的達成の観点から必
要なものなのか等について額の確定時において支出
等に関する書類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

南風原町

1,829千円

委託料
1,829千円

南風原町商工会
1,829千円

観光まちづくり支援事業
にかかる委託業務
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市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-③ 観光による地域産業活性化事業（ⅳやさしい観光地づくり） 沖縄２１世紀ビジョ
ン

基本計画該当箇所

第３章－３－（６）－ア

沖縄の魅力や優位性を生か
した新たな産業の創出

担当部課名 経済建設部産業振興課
事業実施
（予定）年度

平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-(1)

事業内容 スマートフォンを活用した観光誘客を図るため、野外ホットスポットの設置や観光アプリケーションの制作等を行う。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 28,936

(b)予算現額 28,736

(c)増減額(b-a) ▲ 200

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 28,736

Ｂ．執行済額 28,388

うち交付金充当額 22,710

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 98.8%

予算の状況の説明

・当初予算額から200千円減額となっているが、プロジェクト事務局臨時職員の採用期間が当初計画時より
も短くなったことによる臨時職員賃金の減額である。
・計画していた事業内容はすべて実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考
えている。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

wifiアンテナ設置
目　標 2箇所

実　績 2箇所

観光ポータルサイトの制作
目　標 １サイト

実　績 １サイト

観光プロモーション実施
目　標 4 回

実　績 4回

達
成
状
況
説
明

やさしい観光地づくり推進事業委託事業者選定委員会を発足し、企画提案のプレゼンテーションにより事業者の決定を行っ
た。決定された事業者の企画提案をもとに協議会や部会を開催し、協議を重ね、提案のあったポータルサイト、Wifiのアンテ
ナ設置、観光アプリケーションの導入等を行った。また、観光プロモーションとして、紙媒体やSNSの活用、人気プロガーを招
待しブログへの掲載依頼、Wifiステッカーの設置等も同時に実施した。
さらに、その媒体をPRするための体験会や祭りでのPR活動等も積極的に開催した。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

基準値
（23年度）

24年度 25年度
目標値
（27年度）

wifiアンテナ設置
目　標 0人

2箇所

観光ポータルサイトの制作
目　標

１サイト

26年度

実　績
１サイト

観光プロモーション実施
目　標 4回

実　績 4回

進
捗
状
況
説
明

　現在スマートフォンやインターネットが情報収集において大きな存在になっている現状を踏まえ、観光ポータルサイトやWifi
アンテナの設置、ARアプリの導入を行うことで、情報通信の基盤整備が整った。
　観光プロモーションを基盤整備と平行して行う事で、基盤整備を行った事と南風原町が観光地という興味を持たせるため
のPR活動が同時に展開でき、これから観光地を目指す上で、大事な一歩となった。



交付対象
外経費

交付金
充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・Wifiアンテナの設置については委託業者と打ち合わせた計画のもと実
施した。町内の受信環境を保つために定期的に受信状態を確認しなけ
ればならない。

・観光情報については常に最新の情報が求められるため、情報の収集
と、発信を積極的に行っていかなければならない。

・Wifiアンテナ設置箇所周辺において電波状態の確認を行う必要があ
る。

・観光情報については、最新の情報をなるべく多くの人へ発信ができ
るように、様々な方法を活用する必要がある。

今後の取り組み方針

・Wifiアンテナの電波状態について、定期的に受信確認を行い、良好な情報通信の基盤整備を維持していく。

・今回整備を行った観光ポータルサイトやARアプリの情報を常に最新の情報へと更新し、情報発信を続けるとともに、SNSなどの新しい情報発信の
方法も活用しながら観光情報を発信するための環境を整備していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

28,388 28,388 22,710 5,678 0

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託事業者は、企画のプレゼンによって、選定委
員会によって決定しているので、適正であると考え
る。
○使途については、支出等に関する書類により確認
し、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

南風原町

28,388千円

委託料
27,867千円

やさしい観光地づくり事業
プロジェクトに係わる委託

株式会社 OCC
27,867千円

賃金
521千円

やさしい観光地づくり事業

プロジェクト事務局臨時職員
（プロジェクト進行管理）
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市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－③ 観光による地域産業活性化事業（ⅴかぼっちゃマンスクール事業） 沖縄２１世紀ビジョ
ン

基本計画該当箇所

第３章－３－（６）－ア

沖縄の魅力や優位性を生か
した新たな産業の創出

担当部課名 経済建設部　まちづくり振興課
事業実施
（予定）年度

Ｈ24～Ｈ28 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-(1)

事業内容

地域活性化に資する人材を育むため、ダンススクールやマナー講習会を開催する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 3,390

(b)予算現額 2,649

(c)増減額(b-a) ▲ 741

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 2,649

B．執行済額 2,459

うち交付金充当額 1,967

次年度繰越額 0

26年度 27年度

ダンススクール開催数

実　績 １５回

執行率（％）(B/A) 92.8%

予算の状況の説明

当初予算額と執行済額に差額が生じているが、委託費の額確定による精算によるものであり、計画してい
た事業内容はすべて実施した。
計画していた事業内容はすべて実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考え
ている。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度

目　標 １５回

26年度

マナー講習会開催数

目　標 ８回

実　績 ８回

達
成
状
況
説
明

地域社会に貢献できる人材の育成を図る目的として、自己アピール出来る人材を育てるため、町内の小学生を対象とした、
ダンススクールとマナー講習会を開催した。そして、ダンススクールと南風原町の特産品であるヘチマ（名称ビューリー）を合
わせた「ビュウリーズ」を結成し、南風原町の観光特産品ＰＲ活動を行ってきた。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値
（23年度）

24年度 25年度
目標値
（33度）

ダンススクール受講者数

目　標 0 25人

実　績 25人

マナー講習会受講者数 目　標 15人

進
捗
状
況
説
明

ダンススクールとマナー講習会を通して地域社会に貢献できる人材育成の初期段階を達成することが出来た。今後はビュ
ウリーズとしての活動を充実させ、南風原町内外のPR活動への参加をとおして、地域社会に貢献できる人材育成を図る。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・ビュウリーズという名前の由来になっている、へちま（ビュウリー）は農
産物であり、観光PR活動を行っていく上で知識はもちろんのこと、関連
したイベント活動への参加を増やしていく必要がある。

・これまでにない、新たなイベント参加への取り組みについても検討し
ながら、ビュウリーズが観光PR活動を行えるよう関係団体との連携を
とる必要がある。

今後の取り組み方針

・これまであまり参加していない様々な観光関連のイベントへの参加を推進していくために、観光PRを行える体制をつくり、特産物であるへちまを通し
た観光PR活動も積極的に行っていく。各メディアへの露出、産業関連イベントへの参加を行っていく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額
市町村
負担金

2,459 2,459 1,967 492 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ■商工会に観光協会の準備室である地域観光まち
づくり推進室を設置し、観光振興をまとめている唯一
の団体であることから、商工会へと委託を行った。
■費目・使途については事業目的達成の観点から必
要なものなのか等について額の確定時において支出
等に関する書類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

南風原町
2,459千円

委託料
2,459千円

南風原町商工会
2,459千円

かぼっちゃマンスクール
事業に係る委託業務



市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－③ 観光による地域産業活性化事業（ⅵ復活かぼっちゃマンプロジェクト） 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（６）－ア

沖縄の魅力や優位性を生かし
た新たな産業の創出

担当部課名 生涯学習文化課
事業実施
（予定）年度

平成24～26年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１－（１）

事業内容

平成１１年から１０年間活躍してきたローカルヒーローかぼっちゃマンを参考に、町の伝説を取り入れた新たなキャラクターを作る。新たな
キャラクターにより地域活性化を図る。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 7,833

(b)予算現額 8,538

(c)増減額(b-a) 705 0

(d)繰越額 － 7,060

A．計(b+d) 8,538 7,060

B．執行済額 1,478 6,689

うち交付金充当額 1,182 5,351

次年度繰越額 7,060 0

執行率（％）(B/A) 17.3% 94.7%

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度

実　績

27年度

・かぼっちゃマンの活動映像資料のＤＶＤ化
目　標 かぼっちゃマンの活動映像資料のＤＶＤ化

予算の状況の説明
町のＮｅｗキャラクター・ヒーロー製作のための検討にあたり、有識者及び住民から予想を超える意見があり、調
整と新キャラ案のまとめに日数を要し、また衣装製作等の委託料増額の必要から705千円を流用し7,060千円を繰
越して事業を執行した。

実　績 かぼっちゃマンの活動映像資料のＤＶＤ化

New キャラクター衣装製作（5種6体）

・活動記録の発刊
目　標 活動記録の発刊

活動記録の発刊

・かぼっちゃﾏﾝのモニュメント製作
目　標

達
成
状
況
説
明

かぼっちゃマンの活動映像資料のＤＶＤ化と、活動記録集の発行は平成24年度で終了した。モニュメント製作、Ｎｅｗキャ
ラクターの衣装製作それに伴うショーの音響製作などは平成25年度に終了した。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

かぼっちゃマンのモニュメント製作

実　績 かぼっちゃマンのモニュメント製作

・Ｎｅｗキャラクターの衣装製作(５種類６体)
目　標 New キャラクター衣装製作（5種6体）

実　績

・かぼっちゃマンの活動映像資料のＤＶＤ化
目　標 かぼっちゃマンの活動映像資料ＤＶＤ化

実　績 かぼっちゃマンの活動映像資料ＤＶＤ化

・活動記録の発刊
目　標 活動記録の発刊

実　績 活動記録の発刊

・かぼっちゃﾏﾝのモニュメント製作
目　標 かぼっちゃマンのモニュメント製作

実　績 かぼっちゃマンのモニュメント製作

・Ｎｅｗキャラクターの衣装製作(５種類６体)
目　標

New キャラクター衣装製作
（5種6体）

実　績
New キャラクター衣装製作
（5種6体）

進
捗
状
況
説
明

町のヒーローとしてのキャラクターはこれまでの活動を形にし(映像のDVD化、活動記録集の発刊､モニュメントの製作)、町のＮｅｗ
キャラクター・ヒーローをプロジェクト会議で各字の伝説から創作し、衣装、ストーリーを制作し各種イベントで披露した。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○地域のニーズに合わせて、対応できるようなショーの展開。
○メンバーの活動時間の確保のため、町からも職場への理解を求め、活動
しやすい環境を作る。
○広報活動のために必要な、ステッカーの製作、公演に必要な音響設備を
整える。
○公演の内容によって、展開できるストーリー性のある脚本の製作

○活動組織の強化
○キャラクターの積極的広報
○それぞれのキャラクターの伝説の地の自治会等と連携し、地域に根ざ
した仲間づくりと、活動の展開

今後の取り組み方針

○町内の各種イベントや、学校での授業で活躍できるように、脚本の製作、内容の充実を図り、積極的に広報をする。
○ショーの内容を工夫し、子どもたちに伝わる楽しいメッセージを織り交ぜた活動を展開する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

8,167 8,167 6,533 1,634

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○支出先の委託業者等は、入札方式及び本町契約規
則に基づいた随意契約により適正に選定しており、妥当
であったと考えている。
○予算規模・費目・使途については事業の目的達成の
ために必要であり、また適正であったと考えている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

南風原町

8,167千円 委託費

6,688千円

衣装製作・スッテカー製作委託
業務

賃金

628千円

報償費

465千円

需用費 314千
円

パソコン使用料

プロジェクトチーム会議招集、記
録係・『かぼっちゃマンの活動記
録編集発刊』担当

新キャラクターの制作のための
プロジェクトチームメンバー謝礼、
かぼっちゃマンの活動記録DVD
ダビング整理作業謝礼

事務担当職員賃金

（5ヶ月1人）628千円

プロジェクト会議メンバー

465千円

（株）近代美術

5,832千円

神里コンピューター

72千円
使用料 72千
円

彩優印刷

300千円 かぼっちゃマン活動の記録印

㈲ステージプランニング

358千円

秀工芸

南風原事務用品社

音響製作委託業務

ﾓﾆｭﾒﾝﾄ製作委託業務

消耗品費



( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－③
観光による地域産業活性化事業（ⅶイメージキャラクター製作事

業）
沖縄２１世紀ビジョ
ン

基本計画該当箇所

第３章－３－（６）－ア

沖縄の魅力や優位性を生か
した新たな産業の創出

担当部課名 経済建設部　まちづくり振興課
事業実施
（予定）年度

平成24年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-(1)

事業内容

観光誘客を図るため、南風原町の新たなイメージキャラクターを制作しPR活動を展開する。

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 5,000

(b)予算現額 5,000

(c)増減額(b-a) 0

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 5,000

B．執行済額 3,558

うち交付金充当額 2,847

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 71.2%

予算の状況の説明

・当初予算額と執行済額に差が生じているが、イメージキャラクター選定に係る経費（優秀賞者に対する旅
費、消耗品費、印刷製本費等）において、支出内容を精査したことによるものである。
・計画していた事業内容はすべて実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考
えている。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

住民投票によるイメージキャラクターの制
作

目　標
住民投票によるイ
メージキャラクター
の制作

実　績
住民投票によるイメー
ジキャラクターの制作

達
成
状
況
説
明

住民投票によるイメージキャラクターの制作を行った。町民が選んだキャラクターなので、町内の認知度は高い。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値
（23年度）

24年度 25年度 26年度
目標値
（33度）

南風原町イメージキャラクターの制作

目　標 0 1 1

実　績 1

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

南風原町のイメージキャラクターを町民投票で行い、町民が選んだ「イメージキャラクター」が制作できた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・町民が納得するキャラクターを決めるために、住民投票は有効的で
あった。
・多くの住民に投票の周知を行わなければならないため、いろいろな媒
体を使って、ＰＲ活動を行った。
・今後キャラクターの活用方法を決めなければいけないことが課題であ
る。

・イベント会場や、公共施設には投票用紙を常設、各小中学校に投票
用紙を配布し、多くの町民が投票してもらうことができた。
・今後のキャラクターの活用は、新年度で委員会と一緒に活用を決め
ていきたい。

今後の取り組み方針

・「はえるん」と名付けたキャラクターを観光ＰＲのツールとして情報発信していく。
・はえるんのファンクラブを設置し、自分でできる南風原町観光発信を行ってもらう。
・イベント等には積極的に参加し、観光振興に取り組んでいく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額
市町村
負担金

3,558 3,558 2,847 711 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ■委託事業者は指名競争入札及び随意契約により
選定しており、妥当であったと考えている。
■費目・使途については事業目的達成の観点から必
要なものなのか等について額の確定時において支出
等に関する書類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

南風原町
3,559千円

報償費
200千円

費用弁償
37千円

需要費
510千円

役務費

3千円

委託料
2,809千円

イメージキャラクター選定委員（2
名）
40千円

優秀賞者（1名） 旅費
37千円

郵便事業（株）
3千円

（有）たけ事務
10千円

イメージキャラクター公募報奨金
最優秀賞（1名）、優秀賞（2名）

160千円

イメージキャラクター選定に係る
経費

イメージキャラクター選定に係る
経費

イメージキャラクター優秀賞者の
旅費

イメージキャラクター選定に係る
消耗品

南風原事務用品社
19千円

（有）サン印刷
176千円

チラシの制作に係る印刷製本費

光文堂コミュニケーションズ（株）
305千円

イメージキャラクター選定投票用
紙の制作に係る印刷製本費

光文堂コミュニケーションズ（株）
2,310千円

太田シール印刷
120千円

光文堂コミュニケーションズ（株）
379千円

イメージキャラクター製作に係る
委託費

イメージキャラクターグッズ制作
に係る委託費

イメージキャラクターグッズ制作
に係る委託費

イメージキャラクター選定に係る
消耗品

入選者への通知等



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

　南風原だけでなく、多くの場所や織物を見ることで、知識や折り方、歴史を学習し、広い視野を得る事を目的に、絣を取り
扱っている場所に赴き、見学・学習を行った。また、デザインを考案するためのパソコン講習会等を開催した。
　基礎的な知識を学ぶと同時に、デザインくくりの技術を講師から教わり、その技術を習得するために何度も練習を重ねな
がら、新たなデザインを考案し挑戦した。研修や講習会等を開催、参加することで知識や技術の習得に繋がった。

実　績

5人

目　標

目標値
（27年度）

デザインくくり担い手育成人数

目　標 0人 5人 12人

実　績

達
成
状
況
説
明

当初計画していた人数は6名だったが、やむを得ない理由により1名退職という形になり、育成人数は5名となった。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

基準値
（23年度）

24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標 5名

実　績 5名

予算の状況の説明
・当初予算額と執行済額との差額が1,120千円発生しているが、当初予定していた育成人数6名の内1名が
やむを得ない理由で退職したためである。しかし、他5名の受講者においては、研修や視察、実践等を通し
て、絣の知識や技術を知るという目標は達成しており、適正であったと考えられる。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

デザインくくり担い手育成人数

執行率（％）(B/A) 91.2%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 9,251

Ｂ．執行済額 11,564

A．計(b+d) 12,684

(d)繰越額 －

(c)増減額(b-a) 0

(b)予算現額 12,684

(a)当初予算額 12,684

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

経済建設部産業振興課
事業実施
（予定）年度

平成２４～３３年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-(1)

事業内容

町の伝統工芸である「琉球絣」を発展継承するため、絣事業協同組合において後継者の指導育成を行う。

市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-③
観光による地域産業活性化事業（ⅷデザイン・くくり担い手育成事
業）

沖縄２１世紀ビジョ
ン

基本計画該当箇所

第３章－３－（６）－ア

沖縄の魅力や優位性を生か
した新たな産業の創出

担当部課名



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○琉球絣組合に随意契約で委託を行っている。
伝統工芸である琉球絣の歴史的背景や50を超える
琉球絣事業者の会員で構成され、琉球絣の制作に
かかわるすべての情報を把握できる団体であり、本
事業は絣組合しか対応出来ないと判断した。
○使途については、支出等に関する書類により確認
し、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

11,564 11,564 9,251 2,313 0

今後の取り組み方針

・琉球絣は分業制である。平成24年度は、一連の工程を理解した。引き続き平成25年度は繰り返し「デザイン・くくり」を身に着けていけるよう糸も絹
糸・綿糸など様々な糸を使用してスケジュールを組んでいきたい。
・次年度は、産地研修など、他産地の見学をし、織りに関する見識を広げられるようにしたい。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・くくりの講師は、３氏に依頼したが、同じ工程でも３氏それぞれのやり方
があり、受講者に少しの混乱が生じた。
・事業経費は十分あったので、研修に必要な道具・教材が揃い、比較的
スムーズに各工程を進めることができた。

・初めて絣の「くくり」を知る中で、一つの工程で3つの「くくり」の方法
（やり方）が出てきたことで受講者の戸惑いがあったが、平成24年度
である程度の絣の知識や技術を習得しているため、平成25年度は3
つの中からのやりやすい方法を選択し、より良い技術を習得していけ
るのではと期待する。

南風原町

11,564千円
委託料
11,564千円

デザインくくりの担い手育成
係わる委託業務

琉球絣事業協同組
合
11,564千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-③ 観光による地域産業活性化事業（ⅸ担い手育成経営戦略事業） 沖縄２１世紀ビジョ
ン

基本計画該当箇所

第３章－３－（６）－ア

沖縄の魅力や優位性を生か
した新たな産業の創出

担当部課名 経済建設部産業振興課
事業実施
（予定）年度

平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-(1)

事業内容
町の伝統工芸品である「琉球絣」を発展継承するため後継者を対象に経営や工芸の新技術等について講座を開設する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 2,935

(b)予算現額 2,935

(c)増減額(b-a) 0

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 2,935

Ｂ．執行済額 2,868

うち交付金充当額 2,295

次年度繰越額 0

26年度 27年度

絣事業担い手経営学習者数

実　績 6名

執行率（％）(B/A) 97.7%

予算の状況の説明
・予算は計画通りに執行し、事業を円滑に行う事が出来た。また、当初計画していた事業内容はすべて実施
した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度

目　標 6名

26年度

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

経営に関する知識を習得し、伝統工芸の技術・技法を継承するとともに、伝統工芸を継続的に発展できる産業として競争力
を高める事を目的に、勉強会や講師を招待しての講演会等を開催した。また、絣関係の若手の集まる場を設けることで、新
商品開発や将来の経営戦略に向けて、活発な議論を促すことができた。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

基準値
（23年度）

24年度 25年度
目標値
（27年度）

絣事業担い手経営学習者数

目　標 0人 6人

実　績 6人

目　標

進
捗
状
況
説
明

講演会や勉強会を開催し、参加者の知識や技術の習得に繋がった。
新商品開発に向けて勉強会や会議を設け、試作品を完成させ、成果展を行った。



交付対象
外経費

交付金
充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・新商品開発や将来の経営戦略に向けて、若手の意見交換が行える場
を設けたが、毎月の開催を計画する際、日程調整に苦労をした。

・意見交換は貴重な場であるため、開催日をあらかじめ決定し、参加
協力を事前に依頼する。

今後の取り組み方針

・毎月集会の日を定める、もしくは集会において次の集会の決定するなどを検討し、集会を予定通り開催する。
・成果展を開催することによって、技術の向上と研修生同士の協力が生まれるよう導く。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

2,868 2,868 2,295 573 0

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ○琉球絣組合に随意契約で委託を行っている。
伝統工芸である琉球絣の歴史的背景や50を超える
琉球絣事業者の会員で構成され、琉球絣の制作に
かかわるすべての情報を把握できる団体であり、本
事業は絣組合しか対応出来ないと判断した。
○使途については、支出等に関する書類により確認
し、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

南風原町

2,869千円

委託料
2,869千円

担い手経営戦略事業に琉球絣事業協同
組合2,869千円
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( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-③ 観光による地域産業活性化事業（ⅹ伝統工芸と観光戦略事業） 沖縄２１世紀ビジョ
ン

基本計画該当箇所

第３章－３－（６）－ア

沖縄の魅力や優位性を生か
した新たな産業の創出

担当部課名 経済建設部産業振興課
事業実施
（予定）年度

平成24～33年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-(1)

事業内容
琉球絣を南風原町民だけではなく、広く知ってもらうため、滞在型観光につながる絣体験のコンテンツをプログラム化し、町でしか経
験できない体験を作る。さらに絣事業の拠点でもある琉球絣会館を観光客のニーズに対応し、琉球絣の行程が見学できるよう改修
工事を行い、町内外より観光客の増加を図る。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 3,770

(b)予算現額 3,770

(c)増減額(b-a) 0

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 3,770

Ｂ．執行済額 3,279

うち交付金充当額 2,623

次年度繰越額 0

26年度 27年度

・かすり体験プログラム制作：1本

実　績 1本

執行率（％）(B/A) 87.0%

予算の状況の説明
当初積算額を１２ヶ月で作成しており、実施期間９ヶ月との差額が生じたが、計画していた事業内容はすべ
て実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度

目　標 1本

26年度

・琉球絣会館改造計画調査設計委託実施

目　標 設計完了

実　績 設計完了

達
成
状
況
説
明

県内外の観光客を集客する事を目的に、南風原らしい体験学習プログラムを構築を図った。体験プログラムに向けて会議を
設け、事業所との調整等を行い、体験プログラムのモニタリングを行った。
また、伝統的な絣の拠点である琉球絣会館の改修工事をするに当たって、会館の改修設計を行った。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

基準値
（23年度）

24年度 25年度
目標値
（27年度）

・かすり体験プログラム制作：1本

目　標 0人 1本

実　績 1本

・琉球絣会館改造計画調査設計委託実施 目　標 設計完了

進
捗
状
況
説
明

体験プログラムのモニタリングを行う事で、観光客の実際の意見を聞くことができ、その意見をこれからの体験プログラムや
絣のデザインなどに活かしていけるものと思われる。

設計業務を終えたことで、次年度の改修工事が速やかに行える。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・体験プログラムの申込者の希望日程がバラバラだったので、日程調整
が難しかった。

・織り上げるのに期間を要するため、仕事を持っている方には少々プロ
グラムが長い内容だった。

・体験者には希望の日程だと助かるが、講師の日程もあるので、それ
ぞれの日程を合わせられるよう、調整しなければならない。

・モニター検証を行ったので、意見を集約することで、更なるプログラ
ムの向上に繋ける。

・体験プログラムは、短いものでも１週間かかってしまう内容だったの
で、もう少し短期間でプログラムが終了できる内容が可能か検討が必
要である。

今後の取り組み方針

・日程調整については、体験者を優先する事が重要なため、折り合いはつけつつも講師の日程を合わせるよう、努力する。

・モニター検証で取ったアンケートを元に、反省点を活かして、より良い体験プログラムを創りあげていく。

・仕事をしている方の事を考慮した体験プログラムがないか検討していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額
市町村
負担金

3,279 3,279 2,623 656 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○琉球絣会館改修工事調査設計業務は指名競争入
札で選定しており、妥当であったと考えている。
○琉球絣組合に随意契約で委託を行っている。
伝統工芸である琉球絣の歴史的背景や50を超える
琉球絣事業者の会員で構成され、琉球絣の制作に
かかわるすべての情報を把握できる団体であり、本
事業は絣組合しか対応出来ないと判断した。
○使途については、支出等に関する書類により確認
し、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

南風原町

3,279千円 絣の体験プログラムに琉球絣事業協同組合
769千円

委託料
3,279千円

有限会社 かなえ設計
2,510千円

琉球絣会館の
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市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－③ 観光による地域産業活性化事業（ⅹⅰ町独自の商品開発・技術力強化） 沖縄２１世紀ビジョ
ン

基本計画該当箇所

第３章－３－（６）－ア

沖縄の魅力や優位性を生か
した新たな産業の創出

担当部課名 経済建設部　産業振興課
事業実施
（予定）年度

平成24～26年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-(1)

事業内容

地域資源の活用や異業種連携による商品開発及び企業と連携により消費者のニーズを踏まえたデザイン性・機能性に優れた南風
原らしい、商品開発等を行い、産業展開する。H24年度はターゲットを２点に絞り、H25年度は実際に商品を作り、販路を開発する。

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 5,477

(b)予算現額 5,477

(c)増減額(b-a) 0

(d)繰越額 －

A．計(b+d) 5,477

B．執行済額 3,971

うち交付金充当額 3,176

次年度繰越額 0

26年度 27年度

試作品製作

実　績 ２品

執行率（％）(B/A) 72.5%

予算の状況の説明
当初予算額と執行済額に差額が生じているが、委託費の額確定による精算によるものであり、計画してい
た事業内容はすべて実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度

目　標 ２品

26年度

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

異業種のノウハウを集め、優れた商品開発を行うために「特産品開発チーム（プロジェクトチーム）」を発足。試作品開発を行
うターゲットを２つ（美瓜・スターフルーツ）に決定。
県内外の商品開発に取り組んでいる事業所などを視察。南風原だけでなく、多くの場所や商品を見ることで知識を高め、情
報を収集し、商品開発を行ううえで必要な発想力を養う。
同じメンバーでの会議や議論だけでなく、外部の専門家を招き勉強会を開催することで、商品開発・ものづくり・販路への考
え方などを学び、商品化への新たな課題などを学ぶ。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値
（　年度）

24年度 25年度
目標値
（　年度）

試作品製作

目　標 ２品

実　績 ２品

【参考指標】
目　標

進
捗
状
況
説
明

プロジェクトチームで決定した２つのターゲットを使い、実際に試作品を作成。スターフルーツでは、ジャムや酢漬け（ピクル
ス）を作成。美瓜では、ソースやジャムなどを作成。また、新たな切り口として、美瓜とスターフルーツを使ってスムージーを
試作。
プロジェクトチームを２つに分け、お互い競いあわせることで意識の向上を図ることで、目標を達成する結果となった。
今後は実際に商品を開発し、販売ルートの開拓、販売促進を行うことで、町内外への展開を生み出し、町の経済を支える成
長産業としての効果を期待する。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・課題としては、加工品を作るための原材料が確保しづらいこと。
・加工品を作るための施設がうるま市にあるため、試作品を作るときに
は手間がかかった。
・ドレッシングやジャムなど思いつく商品は、どこの自治体でもやってい
るため、魅力が認知されずに埋もれてしまう恐れがある。

・原材料の確保については、町の農政班や地元の農家との関わりを
深めることで、改善出来ると思われる。
・うるま市に試作品を作りに行く際は、なるべく一度にまとめて作るこ
とで、効率化を図る。
・加工品としての付加価値をつけ差別化を図るには、果物そのものの
魅力をPRして周知させるべき。

今後の取り組み方針

・原材料を確保するために、町の農政班や地元の農家との連携を強化していく。例えばプロジェクトチームだけで会議するのではなく、オブザーバー
として行政職員や農家さんも積極的に会議に参加し、活発な意見交換、情報交換を行う。
・果物そのものの魅力を発掘するために成分分析などを行い、どのような効能があるか調べて魅力を発信していく。発信の方法についてはこれから
の会議で検討を重ね、販路確保にも繋がるようにする。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額
市町村
負担金

3,971 3,971 3,176 795 0

南風原町

3,972千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○随意契約により委託した商工会は、商工業の総合的な
改善発達を図るための組織として設立された、町内唯一の
地域経済団体であり、地域経済に精通し、町の歴史背景
や地域性、地域資源を充分理解している組織であり、本業
務の遂行に必要な多くの中小企業者との広範なネットワー
クも有していることから、妥当であったと考えている。
○使途については、支出等に関する書類により確認し、適
正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

委託料

3,972千円
南風原町商工会

3,972千円
町独自の商品開発技術力強
化事業に係わる委託業務



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

成果目標のとおり、市街地形成の妨げになっている高圧線鉄塔の嵩上を完了し、市街地の高度利用が期待できる。

実　績

１本

目　標

目標値
（　年度）

市街地形成の妨げになっている高圧線の
鉄塔の嵩上げ

目　標 ０本 １本

実　績

達
成
状
況
説
明

平成25年2月に物件補償契約を行い、平成26年2月に嵩上げを完了した。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値
（　２３年度）

24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標 １本

実　績 １本

予算の状況の説明
平成24年度は電力会社と補償交渉に日数を要し,繰越事業となったものの平成25年度に補償物件の取り壊し及び再築
を確認し事業を完了、計画どおり執行した。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

市街地形成の妨げになっている高圧線の
鉄塔の嵩上げ

執行率（％）(B/A) 70.0% 100.0%

次年度繰越額 27,750 0

うち交付金充当額 51,800 22,200

B．執行済額 64,750 27,750

A．計(b+d) 92,500 27,750

(d)繰越額 － 27,750

(c)増減額(b-a) 0 0

(b)予算現額 92,500

(a)当初予算額 92,500

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　■その他　（補償）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

経済建設部　区画下水道課
事業実施
（予定）年度

平成２４～２５年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１－（１）

事業内容

地区の高度利用及び景観形成を図るため、建物の高さを制限し都市計画で想定した市街地の形成を妨げている低い位置にある高圧線の鉄塔
を嵩上げする。

市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－④ 地域資源利便性向上事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－1－（6）-ア

価値創造のまちづくり

担当部課名



○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。 ○使途は事業に必要な補償費のみに限定している。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。 ○予算は事業に必要な補償費のみであり適正である。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。 ○電力会社に受益分の負担をさせており、妥当である。

　
電力負担分
（交付対象外経費）
16,437千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○支出は補償費で支出先は物件所有者（電力会社）であり
妥当である。

南風原町
92,500千円

補償費
　92,500千円

沖縄電力(株)
　92,500千円

（鉄塔の物件移転補償契約）

108,937 92,500 74,000 18,500 16,437

今後の取り組み方針

　本事業箇所の区画整理による宅地整備の早期完了のため区画整理事業の執行体制を強化する。また、市街地の高度利用促進のため、地主等への指導助
言、通り会の活性化を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　計画どおり、市街地形成の妨げになっている鉄塔の嵩上げを完了したが、
線下で行われている区画整理事業による宅地未整備の部分があり、一部土
地利用が出来ない状況である。

　計画どおり、市街地形成の妨げになっている鉄塔を嵩上げし本事業を完了
したが、区画整理事業の未完了により事業効果が発揮出来ない部分があ
り、本事業箇所の区画整理事業による宅地整備の早期完了を図る。



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

案内板設置については、史跡関係の案内板を追加したことから、目標を上回り15カ所を整備した。
誘導表示板については、設置箇所を精査したことから設置箇所の目標を僅かに(－１)下回った。

実　績 59

15

誘導表示板の設置箇所数
目　標 60

目標値
（　年度）

案内板の設置箇所数

目　標 10

実　績

達
成
状
況
説
明

観光案内サインの実施設計及び設置工事を実施し、観光サイン案内板15箇所、誘導表示板59箇所を設置した。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

基準値
（　年度）

24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標
観光案内サイン
の実施設計及び
設置工事

実　績
観光案内サインの実
施設計及び設置工事

予算の状況の説明
・実施設計にあたり、設置箇所の選定、調整に日数を要し、工事費（49,010千円）の繰越事業となったものの当初計画し
ていた事業内容はすべて実施した。
・不用額が2,027千円発生しているが工事費等の入札残等による契約額の減である。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

観光案内サインの実施設計及び設置工事

執行率（％）(B/A) 7.5% 95.9%

次年度繰越額 49,010 0

うち交付金充当額 3,192 37,586

B．執行済額 3,990 46,983

A．計(b+d) 53,000 49,010

(d)繰越額 － 49,010

(c)増減額(b-a) 0 －

(b)予算現額 53,000 －

(a)当初予算額 53,000 －

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

経済建設部　都市整備課
事業実施
（予定）年度

平成２４～２５年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-1-(1)

事業内容

町内の歴史・文化・史跡・伝統工芸等の観光産業資源に係る関連施設の案内サインを整備する。

市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－⑧ 観光・文化等サイン整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－ウ

世界水準の観光リゾート地の形
成

担当部課名



○支出先の選定方法については指名競争入札により選定し
ており、妥当であったと考えている。
○一部委託業務については、本町契約規則に基づき、随意
契約で行った。
○予算規模・費目・使途については事業目的達成の観点か
ら必要であり、また適正であったと考えている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

50,973 50,973 40,778 10,195 0

今後の取り組み方針

○誘導案内板については、管理台帳等の整備を行いつつ、表示対象の状況変化に対応し修繕や表示内容の検討を行う必要がある。
○誘導案内板については、各字（自治会）等の意見を伺い新たな誘導板の設置について取組む必要がある。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

○案内板においては、表示対象の状況変化により、表示内容が変更する恐
れがある。
○誘導表示板などは、誘導対象が増えると表示板本体が大きくなる事から、
特に集落内の細道などで交通等の支障になり、設置箇所に選定に苦慮し
た。

○誘導案内板においては、表示対象の状況変化に対応すべく、管理や更新
の方
法等について検討していく。
○誘導表示板を視認性や景観に配慮した上で、サイズを変更する検討を行
う。

南風原町町

50,973千円

（株）東陽エンジニヤリング
3,990千円

委託費
5,357千円

サイン整備にかかる情報板設計委託業務

（株）東陽エンジニヤリング
1,260千円

サイン整備にかかる案内板設計委託業務

（財）建設物価調査会
107千円

サイン整備にかかる資材価格調査業

務

（有）名嘉山重建
14,685千円

工事請負費
45,616千円

サイン整備にかかる工事

（有）仲宗根建設
14,383千円

サイン整備にかかる工事

（有）永喜建設
16,548千円

サイン整備にかかる工事



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

２－⑨ 南風原町地域農業活性化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－ア

亜熱帯性気候等を生かした農林
水産業の振興

担当部課名 経済建設部　産業振興課
事業実施
（予定）年度

平成２４～２５年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１－（１）

事業内容

本町では、ヘチマの栽培が盛んで、生産量は毎年県内の上位に位置している。しかし、本県特有の気象条件(台風、長雨、干ばつ等)病害虫、鳥
獣等による被害が後を絶たず安定供給の妨げになっており、耐候性施設(強化型パイプハウス)を設置する経費に対し補助を行う。

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 21,519

(b)予算現額 21,519

(c)増減額(b-a) 0

(d)繰越額 － 21,484

A．計(b+d) 21,519 21,484

B．執行済額 0 19,760

うち交付金充当額 0 15,808

次年度繰越額 21,484 0

執行率（％）(B/A) 0.0% 92.0%

予算の状況の説明

・農用地の利用権設定において、地権者との調整等に日数を要したことにより補助費21,484千円(補助金交付決定額)を
次年度に繰り越した。
・H24年度不用額が３５千円発生しているが、事業主体からの交付申請に基づき、補助金交付決定額21,484千円となった
事による減である。
・事業完了により不用額1,724千円が発生しているが、設置工事費の入札残による補助金(変更)確定による減である。

活動目標
（指標）
及び達成状況

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

強化型パイプハウス設置補助

目　標 ５件

実　績 ５件

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

圃場、5カ所に11棟の強化型パイプハウスの設置工事が完了された。事業主体であるJAおきなわの完了検査に立ち会い、工
事が適正に行われたことを確認し、事業主体への補助金を6月に交付し事業を完了した。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値
（　年度）

24年度 25年度 26年度
目標値
（　年度）

強化型パイプハウス設置件数

目　標 ５件

実　績 ５件

【参考指標】
目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

５件、１１棟（4,428㎡）の強化型パイプハウスを設置し、目標を達成することができた。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

農用地の利用権設定において地権者との調整等に時間を要し、事業着手の
遅れにより事業を繰り越した。

農家選定において、農地の所有権の状況や地権者の利用権設定の意思の
確認、把握に努める。

今後の取り組み方針

生産農家や指導機関である営農センター等の関係機関である現場の声を事業に活かし、積極的に施設導入し、事業を推進していくことで災害に強く、安定的な生
産・供給につなげることを支援する、また事業要望調査表等を作成し、農地の所有権等の事業対象条件の確認に努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

25,935 19,760 15,808 3,952 6,175

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○支出先であるJAの農家に対する支援及び指導能力、事業
実績を勘案し妥当だと考えている。
○施工業者は、事業主体であるJAが指名競争入札により低
価格者を選定しており、選定方法及び価格は妥当だと考え
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○受益者分として設
置者個人負担は妥当だと考えている。
○補助金は、全て設置工事費として支払われており適正で
ある。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

南風原町

19,760千円

補助金
19,760千円

沖縄県農業協同組
合
19,760千円

強化型パイプハウス新築工事
費への補助

設置者個人負担分
（交付対象外経費）
６,１７５千円



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

進
捗
状
況
説
明

・断熱フィルム施工については、計画していた面積に整備できた。
・断熱フィルムを貼り付けたことで、太陽光が反射され、室内に入る熱を抑えることで断熱効果が高まった。また、断熱フィルムは紫外線
を99％カットする効果があるため、設置施設内の紫外線予防対策が図れた。
・平成25年10月より、太陽光発電システムが稼働した。
・太陽光システムを導入したことにより、対前年度比で消費電力の削減効果が見られる。

実　績
太陽光発電シス
テムの導入

断熱フィルム貼
付面積：700.47㎡

汚水処理施設太陽光発電システムの導入
目　標

太陽光発
電システ
ムの導入

目標値
（　年度）

断熱フィルム貼付面積
・役場庁舎：700.47㎡

目　標
断熱フィル
ム貼付面
積：700.47㎡

実　績

達
成
状
況
説
明

・断熱フィルムの施工を、計画していた面積に整備できた。
・汚水処理施設へ太陽光システムを導入することができた。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値
（　年度）

24年度 25年度 26年度

汚水処理場太陽光発電システムの導入

目　標
太陽光発電
システムの導入

実　績
太陽光発電
システムの導入

目　標
断熱フィルム貼
付面積：700.47
㎡

実　績
断熱フィルム貼付面
積：700.47㎡

予算の状況の説明

・断熱フィルムの施工については、当初の計画どおり執行することができた。H24年度の不用額833千円はその委託料の
入札残による契約額の減である。
・太陽光発電システムについては、機器選定や工法等にあたり、その調整に日数を要したことと、全国的に太陽光パネ
ルの需要が多く、入荷に不測の時間を要したため工事費12,432千円を次年度に繰越した。
・汚水処理場の屋根瓦に当初想定していなかったアスベストが含まれており、その撤去費用として1,304千円（交付対象
外経費）を要した。

活動目標
（指標）
及び達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

断熱フィルム貼付面積
・役場庁舎：700.47㎡

執行率（％）(B/A) 48.2% 100.0%

次年度繰越額 12,432

うち交付金充当額 9,861 9,945

B．執行済額 12,327 12,432

A．計(b+d) 25,592 12,432

(d)繰越額 － 12,432

(c)増減額(b-a) 0 0

(b)予算現額 25,592

(a)当初予算額 25,592

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

総務部　総務課
経済建設部　区画下水道課

事業実施
（予定）年度

平成２４～２７年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-10-(1)

事業内容
地球温暖化の原因となる温室効果ガスを削減する手段として消費電力を抑えるため、役場庁舎に断熱フィルムを設置する。また、汚水処理施設
の電気料削減のため、太陽光発電システムを導入する。

市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

3-④ 沖縄の気候を活かした環境に配慮したクリーンエネルギー事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-1-(3)-ア

低炭素島しょ社会の実現

担当部課名



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託事業者は指名競争入札方式により企業組織、実績、
知識等を勘案した上で選定しており、妥当であったと考えて
いる。
○工事請負業者は指名競争入札方式により企業組織、実
績、知識等を勘案した上で選定しており、妥当であったと考
えている。
○費目・使途については、事業目的達成の観点から必要な
ものなのか等について額の確定時において支出等に関する
書類により確認、適正であったと考えている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

26,063 24,759 19,806 4,953 1,304

今後の取り組み方針

・庁舎内の温度を一定に保つために空調をコントロールし、電気機器の増減を把握していくことで、断熱フィルムの消費電力抑制効果を検証できる環境を整えるよ
う努める。
・断熱フィルム貼付以外でも消費電力抑制効果を持つ事業がある場合は、その事業を実施出来るか検討し、実現出来るよう努める。
・太陽光発電システムの毎月の消費電力、発電量を検証しながら、消費電力削減に向けて取り組んでいく。
・汚水処理施設の汚水流入量、処理状況を確認していき運転状況を改善出来るよう努める。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・断熱フィルム貼り付け後、1年間の消費電力を計測した結果、貼付前の平
成23年度と比較して、貼付後の平成25年度は消費電力が上がっていた。こ
れは、平成23年度から平成24年度にかけてクーラーの一部が故障していた
が、、平成25年度に正常稼働したことで、クーラー使用期間の電気使用量が
増加したことが原因と考えられる。その根拠として、平成25年度のクーラー未
使用期間は平成23年度と比較すると減少しているためである。クーラー未使
用期間の電力使用量減少理由としては、室内の温度が下がることで、扇風
機などの電気使用量が減少したことが考えられる。
・太陽光発電システムを導入後、1年間を通して消費電力の計測期間とする
ため、導入前と導入後でどれだけ消費電力が下がるかを検証していく。

・断熱フィルムについては、庁舎内の温度を常に適正温度に保つように、空
調の設定を維持していく。
・年度途中で電気使用量に大きく関係する機器などの増減を把握し、今後も
断熱フィルムの消費電力抑制効果を検証できる環境を整える。
・太陽光発電システムについては、1年間を通して消費電力を計測していく
が、毎月の消費電力、電気発電量をもとに改善箇所を検証していく。
・太陽光発電システムの導入後、1年間を通して消費電力削減効果があまり
見られない場合はその理由を分析する。
・汚水処理施設でも電気使用量に大きく関係する機器の把握や、汚水流入
量、処理状況を確認し、運転状況の改善を検討する。

南風原町

24,759千円

委託料
4,179千円

株式会社 美玉開発
4,179千円

断熱フィルム貼付にかかる委託業務

工事請負費
20,580千円

有限会社 オーケイ設備
20,580千円

汚水処理場太陽光パネル設置に
かかる工事請負費

交付対象外経費
１，３０４千円
(町単独費)



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）
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進
捗
状
況
説
明

・ハザードマップや備蓄品の購入、デジタル防災行政無線の整備を行ったことにより、いつ発生するかわからない災害に備えることができ
るようになった。また、町独自で防災体制を強化することによって、住民への災害に備えることへの意識向上を図ることができ、町全体とし
て災害に強いまちづくりの推進を図ることができた。今後も、備蓄品の購入やデジタル防災行政無線の追加整備など、様々な防災体制の
強化を行い、より一層災害に強いまちづくりの推進を図っていく。

実　績 23.5%

・南風原町地域防災計画の「食料等備蓄計
画」の目標備蓄数16,200食(36,000人×
1/20×3日分×3食)に対する充足率

目　標 0% 23.5%

実　績 12,917世帯

70%

・ハザードマップ配布枚数
目　標 0世帯

12,917世
帯

26年度
目標値
（　年度）

・防災行政無線カバーエリア率

目　標 0% 70%

実　績

達
成
状
況
説
明

　訓練時や災害時等でも素早く対処できるように、ハザードマップの修正を行い、各世帯へ配布を行った。また、南風原町地域防災計画
の食料等備蓄計画に基づき、人口の20分の1の3日分の食料等備蓄を目標としているため、平成24年度では、3,312食分の食料等を購入
し、今後５年間で１００％となるよう計画通りに備蓄をおこなっている。平成24年度では、次の備蓄品を購入した。（缶詰パン312食、災害時
用米3,000食、保存水(1.5L）1,200本、粉ミルク(350g）12缶、防災用毛布50枚、緊急対策用トイレ袋3,000回分、災害時用トイレットペーパー
288ロール、ガスパワー発電機12台、カセットガスボンベ864本）
　デジタル防災行政無線については、繰越事業となったため、平成25年6月末に完了した。また、整備が完了したことにより、災害時には
瞬時に情報伝達ができるようになった。

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H24成果目標（指標）
基準値
（23年度）

24年度 25年度

・備蓄品の購入

目　標 ・備蓄品の購入

実　績 ・備蓄品の購入

・ハザードマップの修正

目　標
・ハザードマップ
の修正

実　績
・ハザードマップの修
正

目　標
防災行政無線
の整備

実　績 防災行政無線の整備

予算の状況の説明

防災体制強化事業の一つの事業である、デジタル防災行政無線施設整備事業において、一般公募型のプロポーザルを
行った結果、H24年度において不用額16,977千円が発生したため、24年度中に補正減及び流用を行った。また、デジタル
防災行政無線施設整備事業は、設置場所や使用方法に関して各字自治会や住民等からの意見・要望があり、その調整
に日数を要したため、工事費81,900千円を次年度へ繰越した。
当初計画していた事業内容はすべて実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）
及び達成状況

　

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

・防災行政無線の整備

執行率（％）(B/A) 41.6% 100.0%

次年度繰越額 81,900

うち交付金充当額 46,756 65,520

B．執行済額 58,446 81,900

A．計(b+d) 140,346 81,900

(d)繰越額 － 81,900

(c)増減額(b-a) ▲ 16,977 0

(b)予算現額 140,346

(a)当初予算額 157,323

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋「市
町村負担」ベース）

　24年度 24年度(繰越) 25年度 26年度 27年度

予
算
の
状
況

　総務部　総務課
事業実施
（予定）年度

平成２４～２８年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ－１０－（２）

事業内容

　沖縄県は島しょ県であるため、大災害が発生すると孤立する可能性がある。そのため、町独自で防災無線やハザードマップの整備、食糧の備
蓄などを実施し、様々な災害に瞬時に対応できる体制を整える。

市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

４－② 防災体制強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－２－（４）－イ

社会リスクセーフティーネットの
確立

担当部課名



○購入先業者は、入札による落札業者の為、妥当である。
○工事請負先業者は、公募型プロポーザル方式により企業
組織、実績、知識等を勘案した上で選定しており、妥当であ
る。
○委託事業者は、入札による落札業者の為、妥当である。
○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも
のなのか等について額の確定時において支出等に関する書
類により確認、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

140,346 140,346 112,276 28,070 0

今後の取り組み方針

今回整備した、ハザードマップや防災行政無線を使用し、防災訓練や避難訓練を行い、町全体の防災・減災体制の強化を図り、今まで以上に災害に強いまちづく
りを推進していく。それに伴い、住民等への防災・減災に関する意識の啓発が課題となる為、訓練等への積極的な参加を呼びかけ、一人一人が災害時に自助・共
助が行えるよう、防災意識の啓発を行っていく。また、次年度以降においても、食糧等備蓄品の充足率や防災行政無線のカバーエリア率の向上を図っていく。そ
の他にも本町における防災・減災に必要な取り組みを考え、防災体制強化を図る為に実施していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・災害はいつ発生するかわからない為、食料等備蓄品の充足率のアップや
防災行政無線、ハザードマップなどの整備を行い、災害に強いまちづくりを
目指していく。また、町だけではなく、住民や観光客などにおいても、災害時
の行動や対応が瞬時に行えるように、啓発を図っていく必要がある。
　その為にも、町や関係機関、住民や観光客などを含めた防災訓練や地域
主体の防災訓練を実施することが必要であるが、十分に実施できていない
ため、課題となっている。

・現在実施している防災訓練の更なる充実化を図るために、住民などが参加
できる訓練内容を取り入れ、訓練の必要性を伝えていく。また、防災行政無線
やハザードマップ、食糧等備蓄品の整備を行ったことを住民等へ広報したり防
災訓練で活用することにより、防災に対する意識を芽生えさせ、町全体の防
災・減災に対する意識啓発を図ることができる。

委託料

519千円

有限会社新垣産業

1,247千円

南風原町

140,346千円

工事請負費

136,500千円

備品購入費

1,247千円

需用費

2,080千円

株式会社興洋電子

136,500千円

有限会社サン印刷

519千円

有限会社新垣産業

2,080千円

食料等備蓄品購入にかかる需用費

ハザードマップ修正委託業務

デジタル防災行政無線施設整備事業にかか
る工事請負費

ガスパワー発電機の購入
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進
捗
状
況
説
明

　毎年行う通常の消防訓練と、地域連携として避難施設において、関係者による防災講話や情報交換、寝泊まりを実施し、目標である訓
練参加人数を達成できた。

実　績

100人

目　標

目標値
（　年度）

　消防訓練参加人数 職場100人

目　標 0人 100人

実　績

達
成
状
況
説
明

環境施設組合の毎年行う通常の消防訓練において、大災害を想定した訓練を実施した。（町の防災担当課との連絡体制の
確認）

成果目標
（指標）
及び進捗状況

H24活動目標（指標）
基準値
（２３年度）

24年度 25年度 26年度

目　標

実　績

目　標 職場１回

実　績 職場１回

予算の状況の説明
・省エネ設備推進事業において、整備対象機器の拡大を図ったことによりその調整に日数を要し、急速充電器設置工事
分とエコカー2台分の本町負担分計7,761千円を繰り越しをした。
・不用額が1,585千円発生しているが、省エネ設備推進事業の入札残による負担金の減である。

活動目標
（指標）
及び達成状況

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

　大災害も想定した消防訓練の実施

執行率（％）(B/A) 29.3% 79.6%

次年度繰越額 7,761 0

うち交付金充当額 2,572 4,941

B．執行済額 3,216 6,176

A．計(b+d) 10,977 7,761

(d)繰越額 － 7,761

(c)増減額(b-a) 0 0

(b)予算現額 10,977 －

(a)当初予算額 10,977 －

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　■負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額
【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 24年度(繰越) 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

総務部　住民環境課
事業実施
（予定）年度

平成２４～２５年度 沖縄振興基本方針
該当箇所

Ⅲ-10-（２）

事業内容
地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進するため、大規模災害時に備えて、環境施設組合の運営する施設を電力供給拠点及び一時
避難場所として活用できるよう整備する.

市町村名 南風原町

平成２４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

8 大災害時における電力供給及び避難拠点の整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-２-（４）-イ

社会リスクセーフティネットの確
立

担当部課名



資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○補助先（支出先）は立地場所、事業内容等から勘案しても
妥当であると考えている。
〇予算規模、受益者負担関係、費目・使途は支出等に関す
る書類により確認し、負担金の支出は適正であったと考えて
いる。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

那
覇
市

南
風
原
町

9,392 9,392 7,513 1,879

今後の取り組み方針

　今後においては、上記推進上の留意点や改善余地の検証を踏まえ、大災害時を想定した防災訓練の継続的実施に加え、訓練方法の工夫や周辺地域住民との
連携を拡充していく方法を検討、実施していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　交付金活用による設備の改善と公用車の整備を実施し、それに伴う訓練を
行った、整備したものを最大限活用し万一の大災害時に被災を最小に止め
るには、常日頃からの訓練の重要性と希薄になりがちな防災減災への意識
付を行うための工夫が必要。

　訓練において、被災者受入れを想定した訓練実施や訓練参加者が増える
ような仕組みづくりが必要である。

負担金

（93,432千円）

負担金

（9,392千円）

照明をLEDへ取り換え工
事。
備品（乗用車2台）の購入。
急速充電器の配管、設置、

土台工事。

那
覇
市
・
南
風
原

町
環
境
施
設
組
合

市町の負担割合

那覇市：南風原町

92.06：7.94
（一部85：15）


